
令和8年11月5日 質問受付期間

1

３回の受講者について

2

開催場所と会場確保へ
の支援について

3

想定する産地と取り上
げる内容について

4

県内外の事例講演の候
補者について

5

受講申込の受付と名簿
管理について

6

募集と申込締切の時期
について

7

講義資料の提出と印刷
について

8

講義資料の著作権につ
いて

9

延期時の費用について

仕様書の「県内外の先進事例実践者による取組事例講演」について、県が
想定している候補者はいますか。県が推薦する講師・団体や、取り上げて
ほしい事例があれば、事前に教えていただけますか。

現時点では想定している候補者はおりませんが、受託者と協議の上、決め
ていきたいと考えております。

質問回答書

業務名 令和８年度「かごしまスマートファーマー育成セミナー」に係る業務委託

回答公表日

No. 項目 質問内容 回答

令和８年10月16日～令和８年10月30日

悪天候や災害などで延期する場合、会場・講師・交通・宿泊に係るキャン
セル料や変更料、および再開催に伴う追加費用の取扱いについて、ご教示
ください。また、延期によって契約の実施期限を過ぎる場合、期限の延長
は可能ですか。

キャンセル料や変更料、再開催に伴う追加費用については、委託料の範囲
で調整をお願いいたします。ご質問のような事態が生じた場合は、随時協
議をしていければと考えております。契約期限の延長については可能です
が、延長日数については県と受託者で協議して定めます。

３回とも同じ受講者が続けて参加する想定ですか。それとも、各回で受講
者を募集し、参加者が入れ替わる想定ですか。

研修内容に応じて、どちらの想定も可能です。

申込受付と名簿管理について、県が申込フォームを用意して当社に参加者
情報を共有する方法、または当社がフォームを用意して県へ報告する方法
の、どちらを想定していますか。県が指定する方法や書式がある場合は、
併せてご教示ください。

受託者が募集可能な場合は、受託者が申込フォームを用意して県へ報告す
る方法を想定しております。必要に応じて県ＨＰでの周知も可能です。

３回のセミナーは、それぞれの産地で開催する想定ですか。それとも、県
庁近くなどの同じ会場で、内容を変えて開催する想定ですか。利用可能な
県庁関連施設等の候補を事前にご提示いただき、会場の確保にもご協力い
ただけますか。なお、予約調整や具体的な手続は当社で行います。併せ
て、県主催のセミナーとして無料で利用できる施設の有無についても、ご
教示ください。

講師や当社が以前から持つ資料の著作権は、元の権利者に残り、県には今
回の業務に必要な範囲で使用を認める形でよいですか。

問題ございません。

講義資料について、①印刷物は電子ファイルでの提出により代替可能か、
②受講者向け資料の印刷・配布は県と受託者のどちらが行うのか（受託者
が行う場合の部数の目安）をご教示ください。

①仕様書業務委託提案仕様書３（７）の業務委託報告書の提出に記載のと
おり、印刷物並びに電子ファイルを提出することとしています。
②資料の印刷・配布は受託者が行います。（対面参加者20部＋予備３部程
度）

研修内容に応じて、産地または県庁周辺のどちらの想定も可能です。
会場の確保については、協力いたします。
http://www.pref.kagoshima.jp/shisetsu/index.html
（県庁・支庁、県民交流センター等は無料で使用可能です。）

大規模露地・水田、施設園芸、中山間地域（鳥獣害対策含む）について、
それぞれ県が想定する産地や地域はどこですか。また、これら以外に取り
上げてほしい分野や観点はありますか。

大規模露地・水田（指宿、鹿屋、伊佐など）、施設園芸（鹿屋、東串良な
ど）、中山間地域（県内全域）
これら以外に取り上げてほしい分野や観点については、スマート農機の導
入には費用対効果も必要となってくるため可能であれば取り上げていただ
きたいです。

募集開始と申込締切は、いつ頃を想定していますか。特に申込締切につい
て、開催日の何日前とするか、県の目安があればご教示ください。また、
チラシの作成・配布を含む準備日程についても、ご希望があれば併せてご
教示ください。

募集は準備が整い次第、行ってください。申込締切は各研修の２週間前を
想定しております。


